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「
戦
争
法
反
対
！
憲
法
改
悪
阻
止
！
」
を

呼
び
か
け
る
八
団
体
が
主
催
し
て
、
八
月
三

〇
日
（
日
）
午
前
一
一
時
か
ら
金
沢
市
・
犀

川
桜
橋
河
川
敷
で
「
安
倍
政
治
を
許
さ
ず
、

安
保
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
石
川
県
民
大

集
会
」
が
開
か
れ
、
一
、
八
〇
〇
人
（
主
催

者
発
表
）
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

 

九
条
の
会
・
石
川
ネ
ッ
ト
呼
び
か
け
人
の

岩
淵
正
明
氏
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。 

「
安
保
法
案
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会

は
じ
め
、
全
国
一
〇
八
の
大
学
で
も
反
対
声 

 

      

明
を
出
し
、
安
保
法
案
に
反
対
す
る
学
者
の

会
へ
の
賛
同
者
も
広
が
っ
て
い
る
。
元
最
高

裁
判
事
、
元
裁
判
官
、
元
内
閣
法
制
局
長
官

な
ど
憲
法
に
か
か
わ
る
大
多
数
の
人
々
が

〝
違
憲
〟
と
批
判
し
て
い
る
。
安
倍
内
閣
は

衆
議
院
で
安
保
法
案
を
強
行
可
決
し
、
参
議

院
で
も
九
月
中
頃
に
強
行
可
決
を
目
指
し

て
い
る
。
憲
法
を
無
視
し
、
国
民
の
声
を
無

視
す
る
こ
と
は
独
裁
政
治
で
あ
り
、
憲
法
に

対
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
だ
。
本
日
は
国
会
周
辺

の
一
〇
万
人
集
会
は
じ
め
、
全
国
二
〇
〇
ヵ

所
以
上
で
一
〇
〇
万
人
の
集
会
、
抗
議
行
動

が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
国

民
運
動
を
背
景
に
安
保
法
案
を
廃
案
に
追

い
込
む
た
め
、
県
内
で
も
最
大
限
の
努
力
を

し
よ
う
」 

戦
争
に
な
っ
て
か
ら
戦
争
に 

反
対
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る 

戦
争
を
さ
せ
な
い
石
川
の
会
代
表
の
莇

昭
三
氏
は
、
「
戦
後
七
〇
年
、
国
の
在
り
方

が
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
全
国
各
地
で
各

界
、
世
代
を
超
え
て
安
保
法
案
の
反
対
運
動

に
起
ち
あ
が
っ
て
い
る
。
戦
争
体
験
者
の
先

輩
か
ら
『
戦
争
に
な
っ
て
か
ら
戦
争
に
反
対 

                              

1面  安保法案の廃案を求める石川県民大集会 

2面  羽咋市、宝達志水町、能登町が平和首長会 

議に加盟 

3面  原水禁世界大会・国際会議報告 白﨑良明 

4面  国連・核廃絶デー記念講演会・予告 

    

4面 被爆ピアノコンサート    横山加奈子 

      2015年日本平和大会・予告 

5面 会員リレーエッセー 

   教科書採択に異議あり   尾西洋子 

   まさに、戦争前夜だ！   永山孝一 

7面 「独標」：未来に       高久晴美 

   創作詩：雪合戦       斉藤節子 

8面   被爆者が描いた体験画展      中田喜重          

    絵手紙コーナー        竹味恭子 

    非核平和・行事予定 
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 2015 年 9 月 20 日 月刊第 206 号 発行／非核の政府を求める石川の会 

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

 

前
号
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

報
告
で
「
広
島
カ
ー
プ
と
八
月
六

日
」
の
こ
と
に
触
れ
た
▼
会
報
「
非

核
・
い
し
か
わ
」
を
読
ん
だ
友
人

か
ら
岐
阜
新
聞
八
月
一
九
日
号
に 

掲
載
さ
れ
た
、
元
大
リ
ー
ガ
ー
で
野
球
解
説
者

田
口
壮
さ
ん
の
コ
ラ
ム
を
送
っ
て
き
た
▼
田
口

さ
ん
は
胸
に
『P

E
A
C
E

』
背
番
号
『
８
６
』
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
八
月
六
日
の
『
ピ
ー
ス
ナ
イ

タ
ー
』
の
こ
と
で
「
被
爆
し
た
方
々
が
高
齢
と

な
り
生
の
体
験
を
伝
え
ら
れ
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
今
、
考
え
る
と
意
義
の
あ
る
取
り
組

み
だ
と
思
う
。
球
場
に
来
た
人
や
中
継
を
見
た

人
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
人
ま
で
含

め
る
と
数
千
万
の
人
が
、
平
和
を
考
え
、
見
つ

め
直
す
、
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
願
い
、
原

爆
投
下
の
日
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
が
増
え
て

い
る
今
、
多
く
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

力
を
持
つ
野
球
界
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
役
目

で
す
。
と
書
い
て
い
る
▼
米
大
リ
ー
グ
で
も
四

月
一
五
日
、
全
選
手
が
４
２
番
の
背
番
号
を
つ

け
て
プ
レ
ー
す
る
日
が
あ
る
。
人
種
差
別
で
長

い
苦
難
の
道
を
歩
み
、
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
っ

た
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン

ソ
ン
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
敬
意
の
日
と
し
て
▼
田

口
さ
ん
は
被
爆
を
体
験
し
た
我
が
国
が
世
界
に

向
け
て
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
訴
え
て
い
く
こ
と

が
日
本
の
役
割
と
す
る
な
ら
、
日
本
の
プ
ロ
野

球
界
全
体
で
『
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー
』
を
考
え
る

こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
る
（
平
） 

８
・
３
０
安
保
法
案
の
廃
案
を
求
め
る 

石
川
県
民
大
集
会 

 

―
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
ー 

集会後、半身ずぶ濡れも構わず、 

気迫のデモ行進 



（2）2015 年 9 月 20 日          非核・いしかわ（http://hikakuishikawa.com/）           第 206 号  

す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
』
と
教
え
ら

れ
た
。
安
保
法
案
が
通
れ
ば
元
に
戻
れ
な
い
」

と
強
調
し
た
。 

 

人
権
は
平
和
の
下
で
こ
そ 

守
る
こ
と
が
で
き
る 

金
沢
弁
護
士
会
会
長
の
西
村
依
子
氏
は
、 

「
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
り
、
人

権
は
平
和
の
下
で
こ
そ
守
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
般
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
安
全
保
障

法
制
を
改
変
す
る
法
案
は
、
憲
法
上
許
さ
れ

な
い
集
団
的
自
衛
権
を
容
認
す
る
も
の
で

あ
り
、
憲
法
第
九
条
に
真
っ
向
か
ら
違
反
す

る
」
（
二
〇
一
五
年
五
月
二
九
日
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
決
議
）
を
紹
介
し
、
「
金
沢
弁

護
士
会
は
立
憲
主
義
と
人
権
擁
護
の
立
場

か
ら
安
保
法
案
に
断
固
反
対
す
る
。
法
案
の

廃
案
に
向
け
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

連
帯
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

『
だ
れ
の
子
ど
も
も 

 

こ
ろ
さ
せ
な
い
』 

安
保
関
連
法
案
に
反
対
す
る
マ
マ
の
会

か
ら
三
家
族
の
マ
マ
と
子
ど
も
達
の
訴
え

が
あ
っ
た
。
「
安
保
法
案
が
衆
議
院
で
強
行

採
択
さ
れ
た
七
月
一
五
日
、
私
た
ち
マ
マ
友

は
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
話
し
合
っ
た
。

地
元
の
議
員
に
直
接
私
た
ち
の
声
を
届
け

よ
う
と
呼
び
か
け
、
四
歳
か
ら
八
四
歳
ま
で

一
八
六
人
の
人
た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
た
。
意
見
欄
に
は
『
安
保
法
案
に

反
対
』
と
と
も
に
、
『
国
民
の
意
見
を
無
視

し
な
い
で
』
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

安
倍
政
権
は
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
人

間
が
獲
得
し
た
大
事
な
表
現
力
を
国
の
圧

力
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。
キ
チ

ン
と
言
い
た
い
こ
と
は
自
分
の
言
葉
で
伝

え
る
。
一
人
ひ
と
り
が
こ
う
し
た
行
動
を
と

れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
民
主
主
義
が
実
現
で

き
る
と
思
う
。
マ
マ
の
会
は
、
『
だ
れ
の
子

ど
も
も 

こ
ろ
さ
せ
な
い
』
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
地
元
議
員
と
の
対
話
を
続
け
て
い
く
」 

『
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
』 

北
陸
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
自
由
と
民
主
主
義

の
た
め
の
学
生
緊
急
行
動
）
を
発
足
さ
せ
る

た
め
活
躍
し
て
い
る
高
岡
市
の
高
校
生
や

青
年
法
律
家
協
会
北
陸
支
部
、
県
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
訴
え
も
あ
り
、
土
砂
降
り

の
集
会
だ
っ
た
が
、
「
ア
メ
に
も
負
け
ず
」

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
集
会
参
加
者
の

決
意
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 
 
 

◇ 
 
 
 

◇ 

参
議
院
で
審
議
中
の
安
保
法
案
が
九
月

一
四
日
の
週
に
自
公
政
権
が
強
行
採
決
す

る
動
き
が
出
て
き
た
た
め
、
一
二
日
、
金
沢

弁
護
士
会
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
安
保
法
案
」
市

民
集
会
に
六
〇
〇
人
、
同
日
若
者
た
ち
の
サ

ウ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
に
二
五
〇
人
、
ま
た
一
四

日
の
「
戦
争
法
案 

採
決
す
る
な
！
」
緊
急

集
会
に
八
〇
〇
人
の
参
加
で
抗
議
行
動
が

連
続
し
て
行
わ
れ
た
。 

   

平
和
首
長
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
九
月

一
日
付
新
着
情
報
に
羽
咋
市
（
山
辺
芳
宣
市

長
）
、
宝
達
志
水
町
（
津
田
達
町
長
）、
能
登

町
（
持
木
一
茂
町
長
）
な
ど
「
新
た
に
四
三

自
治
体
が
平
和
首
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
り
ま
し
た
」
「
こ
れ
に
よ
り
、
加
盟
都

市
数
は
世
界
一
六
一
か
国
・
地
域
六
、
八
二

〇
都
市
と
な
り
ま
し
た
」
と
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。 

 

国
内
で
の
平
和
首
長
会
議
加
盟
は
左
表

の
よ
う
に
九
一
・
二
％
に
達
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

石
川
県
で
の
加
盟
は
一
四
自
治
体
と
な

り
、
加
入
率
は
七
三
・
七
％
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
未
加
盟
自
治
体
に
お
け
る
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

●

加
盟
自
治
体
＝
金
沢
市
、
七
尾
市
、
珠
洲

市
、
羽
咋
市
、
白
山
市
、
か
ほ
く
市
、
野
々

市
市
、
内
灘
町
、
川
北
町
、
津
幡
町
、
志
賀

町
、
宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
、
能
登
町 

●

未
加
盟
自
治
体
＝
小
松
市
、
輪
島
市
、
加

賀
市
、
能
美
市
、
穴
水
町 

  
 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 

 

平
和
首
長
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
国

内
加
盟
自
治
体
で
計
画
さ
れ
て
い
る
「
被
爆

七
〇
年
記
念
事
業
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
国
内
加
盟
自
治
体
に
お
け
る
取
組
例
） 

・
被
爆
体
験
講
話 

・
被
爆
樹
木
植
樹
、
平
和
の
灯
を
活
用
し
た

取
り
組
み 

・
被
爆
関
連
の
資
料
や
写
真
、
パ
ネ
ル
、
ポ

ス
タ
ー
、
絵
画
の
展
示 

・
平
和
関
連
の
映
画
・
ビ
デ
オ
の
上
映
会 

・
平
和
祈
念
式
典 

・
平
和
コ
ン
サ
ー
ト 

・
小
中
高
生
の
被
爆
地
派
遣
、
体
験
学
習 

・
平
和
学
習
講
座 

・
標
語
、
作
文
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 

 

本
会
が
五
月
に
実
施
し
た
「
二
〇
一
五
年

度
平
和
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
県
内
の
加

盟
自
治
体
の
な
か
で
〝
予
算
ゼ
ロ
、
事
業
ゼ

ロ
〟
と
回
答
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
前
記
の
（
取
り
組
み
例
）
を
参
照
い
た

だ
き
、
「
被
爆
七
〇
年
」
に
相
応
し
い
事
業

展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

区分 総数 加盟数 加入率

市 790 759 96.1%

東京23区 23 21 91.3%

町 745 650 87.2%

村 183 157 85.8%

計 1741 1587 91.2%

【国内自治体の加盟状況】

平和首長会議への国内自治体加盟状況
（2015年9月1日現在）

羽
咋
市
、
宝
達
志
水
町
、
能
登
町
が 

平
和
首
長
会
議
に
加
盟 
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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
国
際
会
議
に
て 

 
 「

は
だ
し
の
ゲ
ン
」
英
語
版
を 

海
外
代
表
に
七
セ
ッ
ト
寄
贈 

白
﨑
良
明 

 

 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
国
際
会
議
に
は

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
世
界
か
ら
の
活
動

家
が
集
ま
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
に

是
非
、
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
」

（
以
下
、
ひ
ろ
め
る
会
）
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
外
国
へ
の
寄
贈
先
の
紹
介
を
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
「
ひ
ろ
め
る
会
」

を
代
表
し
て
参
加
し
た
。 

八
月
二
日
午
後
か
ら
、
国
際
会
議
開
会
総

会
・
全
体
会
議
が
行
わ
れ
た
が
、
都
合
で
八

月
三
日
、
午
前
の
全
体
会
議
か
ら
の
参
加
と

な
っ
た
。
広
島
・
長
崎
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
へ
参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
国
際
会

議
は
初
め
て
で
あ
る
。
事
前
に
発
言
し
た
い

と
申
し
出
て
い
た
が
、
返
答
も
な
く
、
全
く
、

勝
手
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
不
安
を
持
っ

て
の
参
加
だ
っ
た
。 

 

今
回
の
世
界
大
会
に
は
海
外
か
ら
二
〇

ヶ
国
一
四
七
名
（
六
五
団
体
、
七
国
際
・
地

域
団
体
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
・
個
人
お
よ
び
政

府
・
国
際
機
関
代
表
八
名
）
が
参
加
し
て
い

る
が
、
国
際
会
議
に
は
一
〇
〇
名
程
度
の
参

加
で
あ
っ
た
。 

八
月
三
日
午
前
の
全
体
会
議
は
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
へ
：
核
抑
止
論
の
克
服
、
紛
争

の
平
和
的
解
決
、
安
全
な
暮
ら
し
と
環
境
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。
休
憩
時
間
に
議
長

団
か
ら
日
本
人
の
発
言
が
少
な
い
と
言
わ

れ
た
の
で
、
テ
ー
マ
の
趣
旨
と
そ
ぐ
わ
な
い

と
は
思
い
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
、
発
言
通

告
用
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
会
の
最
後

に
発
言
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。 

「
ひ
ろ
め
る
会
」
を
代
表
し
て
そ
の
活
動

の
紹
介
と
、
海
外
へ
の
寄
贈
運
動
に
参
加
者

の
協
力
を
依
頼
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
運
動
の

基
本
は
核
被
害
の
実
相
を
理
解
す
る
こ
と
、

被
爆
者
の
心
情
に
共
感
す
る
こ
と
に
あ
る

こ
と
、
若
い
世
代
に
運
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
被
爆
者
の
証
言
活

動
は
世
界
の
核
廃
絶
運
動
の
中
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
被
爆
者
の
高
齢

化
に
よ
り
、
証
言
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
中
で
、
我
々
は
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

に
注
目
し
て
い
る
。
著
者
の
中
沢
啓
治
は
、

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
と
お
し
て
、
世
界
中

の
若
者
が
ゲ
ン
の
被
爆
体
験
を
理
解
し
、
た

く
ま
し
く
生
き
抜
き
、
核
兵
器
に
ノ
ー
と
い

え
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
と
紹
介
。 

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
が

行
っ
て
い
る
、
県
下
の
小
中
学
校
へ
の
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
の
寄
贈
運
動
、
さ
ら
に
、「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
を
英
語
版
、
ロ
シ
ア
語
版
に

翻
訳
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ゲ
ン
」
な
ど

と
共
同
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
を

ひ
ろ
め
る
会
」
を
設
立
し
、
今
ま
で
に
国
連

図
書
館
は
じ
め
、
世
界
の
三
八
施
設
・
団
体

に
寄
贈
し
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
最
後

に
再
び
、
寄
贈
先
の
希
望
と
、
紹
介
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
述
べ
て
発
言
を
終
え
た
。 

午
後
の
分
科
会
①
は
、
事
前
の
案
内
に
は

「
広
島
・
長
崎
被
爆
の
実
相
普
及
、
被
爆
者

の
た
た
か
い
の
継
承
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ

こ
で
発
言
準
備
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当

日
は
「
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
と
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
た
た
か
い
」
に
変
更
さ
れ
、
躊
躇
も

し
た
が
、
同
様
の
発
言
を
行
っ
た
。
分
科
会

に
参
加
し
て
い
た
日
本
原
水
協
代
表
委
員

の
斉
藤
紀
さ
ん
は
、
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の

役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
追
加
発
言
を
さ

れ
、
即
、
ひ
ろ
め
る
会
の
賛
助
会
員
に
な
ら

れ
た
。
休
憩
時
間
、
分
科
会
終
了
後
、
翌
日

の
全
体
会
議
前
に
も
個
別
の
申
し
入
れ
と

面
談
を
う
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
参
加
者
に
七
セ
ッ

ト
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

閉
会
総
会
で
は
「
国
際
会
議
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
。
宣
言
は
、
『
第
九
回
核
不
拡
散

条
約
再
検
討
会
議
は
最
終
文
書
を
採
択
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
世
論
の
運
動

の
発
展
を
反
映
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
求
め
る
声
が
多
数
を
占
め
、
核
保
有
国
を

追
い
詰
め
た
。
「
核
兵
器
使
用
の
人
道
的
結

果
」
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
締
結

国
の
八
割
を
こ
え
る
一
五
九
ヶ
国
が
賛
同

す
る
な
ど
、
人
道
的
見
地
か
ら
核
兵
器
禁
止

を
求
め
る
声
が
広
が
り
、
核
保
有
国
も
こ
れ

に
「
理
解
」
を
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

圧
倒
的
多
数
の
世
論
で
核
兵
器
に
固
執
す

る
勢
力
を
包
囲
し
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

へ
の
道
を
切
り
開
こ
う
。
重
要
な
こ
と
は

「
核
抑
止
論
」
を
打
破
す
る
こ
と
で
あ
る
。』

と
述
べ
、
ま
た
、
『
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
に
反
対
、
「
核
の
傘
」
に
依
存
し
、
核
兵

器
使
用
を
容
認
す
る
な
ど
被
爆
国
に
あ
る

ま
じ
き
態
度
を
と
る
日
本
政
府
が
戦
争
法

案
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

空
前
の
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
日
本
国

民
の
運
動
、
米
軍
の
新
基
地
建
設
に
反
対
す

る
沖
縄
の
た
た
か
い
に
連
帯
を
表
明
』
し
た
。 

報
告
し
た
富
田
宏
治
起
草
委
員
長
は
冒

頭
で
「
外
国
代
表
者
を
含
め
た
起
草
委
員
会

で
ま
と
ま
っ
た
の
が
、
午
前
二
時
、
私
は
不

眠
不
休
で
ま
と
め
て
、
今
、
報
告
し
ま
す
。」

と
述
べ
た
。
今
ま
で
、
宣
言
文
を
読
む
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
作
成
過
程
を
知
り
、
会

議
の
重
み
を
実
感
し
た
。 

（
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
理
事
） 

はだしのゲンをひろめる会

のロゴマーク 
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国
連
・
核
廃
絶
デ
ー
記
念
講
演
会 

 

ご
案
内 

 

 

 

被
爆
の
実
相
を
胸
に
刻
み 

 

核
廃
絶
の
思
い
を
新
た
に
し
よ
う 

 

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
で

は
九
月
二
六
日
（
土
）
、
国
連
・
核
廃
絶
デ

ー
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

 

国
連
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
二
六
日
に
国

連
総
会
史
上
初
の
「
核
軍
縮
に
関
す
る
ハ
イ

レ
ベ
ル
会
合
」
を
開
催
し
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
九
月
二
六
日
を
「
核
兵
器
の
全
面
的
廃

絶
の
た
め
の
国
際
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。 

 

国
連
は
、
核
兵
器
が
人
類
に
及
ぼ
す
脅
威

と
核
兵
器
の
全
面
的
廃
絶
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
国
連
加
盟
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
学
術
界
、

国
会
議
員
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
個
人
を
含
む

市
民
社
会
の
認
識
を
高
め
、
核
廃
絶
に
関
す

る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
国
際

デ
ー
の
普
及
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

石
川
反
核
医
師
の
会
で
は
二
〇
一
〇
年

よ

り

、

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｎ

（I
nt
e
r
n
a
ti
o
n
al 

c
a
m
p
a
ig
n
 

to
 

a
b
ol
i
t
ion

 
n
u
c
le
a
r 

w
e
a
p
o
ns

）
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
毎
年

六
月
にNu

c
l
ea
r
 
Ab
o
l
it
i
on
 
D
a
y

（
核
兵

器
廃
絶
国
際
デ
ー
）
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
は
国
連
の
こ
の
呼
び
か
け
に

賛
同
し
て
、
国
連
・
核
廃
絶
デ
ー
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
で
開
催
す
る
記

念
講
演
会
に
つ
い
て
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

に
名
義
後
援
の
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、「『
国

連
・
核
廃
絶
デ
ー
記
念
講
演
会
』
の
ご
成
功

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
後
援
承
諾
の
文
書
を
す
ぐ
に
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
を
は
じ

め
、
県
内
の
反
核
・
平
和
団
体
、
地
元
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
名
義
後
援
の
承
諾
が

得
ら
れ
、
ま
さ
に
、
国
連
が
提
起
し
て
い
る

国
際
デ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み
に
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
、
お
話
を
お
願
い
す
る
西
本
多
美
子

さ
ん
（
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
会
長
）

は
四
歳
の
と
き
に
広
島
で
被
爆
さ
れ
ま
し

た
。
被
爆
者
運
動
に
関
わ
ら
れ
て
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
方
の
被
爆
証
言
を
読
み
こ
み
、

断
片
的
に
残
る
自
身
の
被
爆
体
験
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
、
証
言
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。
ま
た
、
被
爆
者
の
指
定
医
療
機

関
を
増
や
す
取
り
組
み
や
、
県
内
在
住
の
被

爆
者
の
方
の
被
爆
者
健
康
手
帳
の
取
得
や

原
爆
症
認
定
の
た
め
に
奔
走
さ
れ
て
き
ま

し
た
。 

 

今
年
は
、
人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
が
広

島
・
長
崎
に
落
と
さ
れ
て
七
〇
年
目
に
当
た

る
年
で
す
。
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
世
界
中

の
人
々
が
行
動
を
起
こ
す
こ
の
日
に
、
改
め

て
被
爆
の
実
相
を
胸
に
刻
み
、
核
廃
絶
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
た
ち

と
全
て
の
命
あ
る
も
の
に
、
美
し
い
地
球
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
。 

 
 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 

 

講
演
会
の
前
（
一
七
時
半
）
に
は
、
近
江

町
市
場
前
（
エ
ム
ザ
口
周
辺
）
で
、
「
核
兵

器
の
全
面
禁
止
」
を
求
め
る
署
名
運
動
＝
白

衣
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                  

 

 

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

過
去
と
現
在
と
未
来 

横
山
加
奈
子 

 

八
月
に
入
る
と
イ
ベ
ン
ト
尽
く
し
。 

過

去
に
思
い
を
馳
せ
、
今
を
感
じ
未
来
を
見
つ

め
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。 

八
月
一
日
、
石
川
県
の
海
岸
沿
い
の
町
、

内
灘
で
内
灘
憲
法
九
条
の
会
が
、
被
爆
ピ
ア

ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
被
爆
者
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

実
は
、
私
は
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
ピ

ア
ノ
弾
き
を
本
番
二
週
間
前
に
依
頼
さ
れ

た
の
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
聴
か
せ
る
ピ
ア
ノ
演

奏
な
ん
て
、
こ
こ
一
〇
年
以
上
も
し
て
な
い 

 

 

国連・核廃絶デー記念講演会 開催案内 

お話  広島のピカ ― たみちゃん 4 歳の記憶、そして被爆者運動へ 

石川県原爆被災者友の会会長  西本多美子さん 

日時  9 月 26 日（土）18：30～20：30 

会場  金沢市近江町交流プラザ 4 階集会室 

主催  核戦争を防止する石川医師の会 

後援  国際連合広報センター、石川県原爆被災者友の会、石川県生活協同組

合連合会、石川県保険医協会、石川県民主医療機関連合会、ＮＰＯ法

人はだしのゲンをひろめる会、九条の会・石川医療者の会、生活協同

組合コープいしかわ、非核の政府を求める石川の会 

被爆ピアノの持ち主、矢川光則さん

（写真右）とご一緒に 
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け
れ
ど
、
迷
う
こ
と
な
く
「
私
で
よ
け
れ
ば
、

ぜ
ひ
」
と
返
事
を
し
た
の
は
、
被
爆
ピ
ア
ノ

だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

矢
川
光
則
さ
ん
と
い
う
ピ
ア
ノ
の
調
律

師
さ
ん
が
、
広
島
で
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
を
蘇

ら
せ
て
、
全
国
を
回
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

被
爆
ピ
ア
ノ
が
石
川
県
に
上
陸
す
る
の
は
、

な
ん
と
初
！ 

今
回
の
ピ
ア
ノ
は
大
正
九
年

に
作
ら
れ
て
い
て
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
よ
う

な
優
し
い
ピ
ア
ノ
で
、
鍵
盤
は
な
ん
と
象
牙
。 

持
ち
主
が
弾
き
込
ん
で
、
鍵
盤
が
弾
き
や
す

い
形
に
削
れ
て
い
ま
し
た
。
指
が
吸
い
付
く

よ
う
で
、
と
っ
て
も
軽
や
か
。
そ
ん
な
温
か

く
て
か
わ
い
く
て
し
わ
く
ち
ゃ
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
ピ
ア
ノ
は
広
島
の
爆
心

地
か
ら
一
・
五
㎞
の
距
離
で
被
爆
し
ま
し
た
。 

ピ
ア
ノ
の
側
面
は
、
本
棚
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
除
い
て
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
刺
さ
っ
た
跡

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

い
く
つ
か
唱
歌
を
弾
い
た
あ
と
、
ラ
ベ
ル

の
『
亡
き
王
女
の
た
め
の
パ
バ
ー
ヌ
』
を
弾

き
ま
し
た
。
こ
の
曲
自
体
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

ほ
と
ん
ど
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
曲
調
は
ど
こ

か
悲
し
く
て
で
も
美
し
く
て
少
し
光
が
さ

す
よ
う
な
感
じ
。 

ま
さ
に
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
方
々
が
生

き
て
い
た
ら
、
そ
の
後
の
光
り
輝
く
色
と
り

ど
り
の
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
ろ
う
に
、
と

い
う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
選
び
、
演
奏
し

ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
ら
、
偶
然
に
も
被
爆
者
の
娘
さ

ん
が
病
気
で
若
く
し
て
亡
く
な
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
こ
と
を
重
ね
ら
れ
涙
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

過
去
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ
っ
て
、
今
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 午
後
か
ら
は
、
病
院
の
平
和
盆
踊
り
。
そ
し

て
夜
は
、
九
月
一
二
日
に
金
沢
で
初
め
て
音

楽
を
用
い
て
安
保
法
制
に
反
対
す
る
サ
ウ

ン
ド
パ
レ
ー
ド
の
打
ち
合
わ
せ
。 

 

私
た
ち
の
未
来
は
過
去
か
ら
つ
な
が
っ

て
い
て
、
い
や
、
む
し
ろ
今
は
過
去
で
あ
り
、

未
来
で
あ
り
、
私
た
ち
は
い
つ
だ
っ
て
自
由

に
私
た
ち
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
ん
だ
、
と

い
う
思
い
を
改
め
て
抱
き
ま
し
た
。 

 

さ
ぁ
。
今
を
精
一
杯
生
き
る
！ 

（
城
北
病
院
後
期
研
修
医
） 

  

戦
争
へ
の
道
Ｎ
Ｏ
！ 

今
年
の
日
本
平
和
大
会
は 

富
士
演
習
場
の
視
察
か
ら
始
ま
る 

 

  

日
本
平
和
大
会
は
一
〇
月
三
一
日
～
一

一
月
一
日
、
静
岡
県
御
殿
場
市
で
開
か
れ
ま

す
。 

 

富
士
山
麓
で
い
ま
何
が
？ 

 

こ
こ
に
は
『
米
軍
キ
ャ
ン
プ
富
士
』
と
『
東

富
士
演
習
場
』
が
あ
り
、
山
梨
県
の
『
北
富

士
演
習
場
』
と
一
体
で
、
米
海
兵
隊
の
一
五

五
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
実
弾
砲
撃
訓
練
や
海
外

侵
攻
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
ィ
な
ど
の
訓
練
拠

点
と
な
っ
て
お
り
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
海
外

に
『
殴
り
こ
む
』
戦
争
の
訓
練
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地
に

は
、
戦
闘
で
の
殺
傷
状
況
を
リ
ア
ル
に
把
握

で
き
る
日
本
唯
一
の
交
戦
訓
練
施
設
『
富
士

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
』
も
お
か
れ
て
い

ま
す
。 

 

富
士
を
撃
つ
な
！ 

 

富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
が
、
基
地
の
部
分
は
除
外
。
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
自
然

を
破
壊
す
る
演
習
場
の
せ
い
だ
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

地
元
住
民
は
「
冨
士
を
撃
つ
な
」
と
要
求

し
「
演
習
場
の
全
面
返
還
」
を
求
め
、
不
屈

の
闘
い
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
の
日
本
平
和
大
会
は
、
異
常
な
富
士

演
習
場
の
視
察
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

沖
縄
と
連
帯
・
全
国
の
運
動
交
流 

 

戦
争
へ
の
道
Ｎ
Ｏ
！
沖
縄
の
美
ら
海
守

れ
！
オ
ス
プ
レ
ィ
・
米
軍
基
地
Ｎ
Ｏ
！ 

 

全
国
各
地
、
各
分
野
で
広
が
っ
た
戦
争
法

反
対
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
が
り
と
運
動

を
持
ち
よ
り
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
、

憲
法
の
輝
く
平
和
で
豊
か
な
日
本
を
ど
う

し
た
ら
つ
く
れ
る
か
、
学
び
と
交
流
の
大
会

と
な
り
ま
す
。 

 

あ
な
た
の
ご
参
加
を
！ 

 

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
で
安
保
が
憲

法
を
壊
す
情
勢
の
中
の
日
本
平
和
大
会
に

石
川
県
の
代
表
団
に
加
わ
り
、
非
核
石
川
の

会
か
ら
も
代
表
派
遣
を
い
た
し
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

代
表
派
遣
費
用
の
募
金
を 

お
願
い
し
ま
す 

 

た
び
た
び
の
お
願
い
で
恐
縮
で
す
が
、
代

表
派
遣
費
用
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。 

（
非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

常
任
世
話
人
会
） 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
代
表
募
金
の
お
礼 

会
報
前
号
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
募
金
を
い
た
だ
き
、
一
八
人

様
・
四
五
、
五
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。
深

く
お
礼
申
し
上
げ
、
報
告
い
た
し
ま
す
。 

弾き込まれた被爆ピアノの鍵盤 
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非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

 
「
日
本
は
正
し
い
戦
争
を
や
っ
た
」

と
思
い
こ
ま
せ
る
教
科
書
を
、 

子
ど
も
た
ち
に
渡
せ
ま
せ
ん 尾

西
洋
子 

  

石
川
県
で
は
じ
め
て
、
金
沢
市
が
『
歴
史
』
、

小
松
・
加
賀
両
市
は
『
歴
史
』
と
『
公
民
』

で
育
鵬
社
の
教
科
書
を
採
択
し
、
来
春
中
学

一
年
か
ら
四
年
間
、
中
学
生
の
半
分
以
上
が

こ
の
教
科
書
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
全
国
で
は
逆
に
東
京
大
田
区
や
今
治
市

な
ど
四
地
区
で
、
育
鵬
社
を
や
め
て
他
の
教

科
書
を
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。） 

 

私
は
九
月
二
日
、
金
沢
市
・
県
教
育
委
員

会
に
採
択
の
即
時
撤
回
、
や
り
直
し
を
求
め

る
七
団
体
の
申
し
入
れ
に
参
加
し
、
怒
り
で

震
え
ま
し
た
。 

 

「
太
平
洋
戦
争
を
ど
う
み
る
か
」
は
あ
れ

こ
れ
の
歴
史
観
で
な
く
戦
後
の
日
本
と
世

界
の
出
発
点
そ
の
も
の
で
す
。
日
本
の
存
立 

 

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
単
な
る
教
育
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
育
鵬
社
の
教
科
書
を
読
ん
で
初
め

に
驚
く
の
は
、
「
日
本
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
に

追
い
つ
め
ら
れ
、
『
自
存
自
衛
』
の
た
め
に

戦
争
を
し
た
」
で
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
な
ど
に
よ
る
経
済
制
裁
を
、
日

本
の
中
国
侵
略
へ
の
制
裁
と
い
う
肝
心
な

点
を
隠
し
て
教
え
、
ア
ジ
ア
解
放
の
た
め
の

戦
争
と
偽
り
、
日
本
軍
が
行
っ
た
非
人
道
的

な
侵
略
戦
争
に
よ
る
ふ
る
ま
い
も
隠
し
、
戦

争
へ
の
反
省
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
制
だ
っ
た
と

否
定
し
憲
法
を
押
し
付
け
憲
法
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
他
の
教
科
書
に
は
皆
無
で
す
。 

政
府
の
公
式
見
解
（
一
九
八
三
年
八
月
）

―
戦
争
の
時
代
を
ど
う
教
え
る
か
に
つ
い

て
の
歴
史
教
科
書
に
関
す
る
宮
沢
官
房
長

官
談
話
―
に
も
反
し
、
戦
争
す
る
国
を
支
え

る
極
右
勢
力
が
推
進
す
る
異
様
な
教
科
書

で
す
。 

戦
争
は
教
育
の
右
傾
化
と
と
も
に
進
め

ら
れ
る
こ
と
は
歴
史
の
教
訓
で
す
。
国
民
を

無
謀
な
侵
略
戦
争
に
か
り
た
て
た
原
動
力

は
、
戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
で
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
再
び
繰
り
返
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

第
二
次
世
界
大
戦
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
側

に
立
っ
て
侵
略
戦
争
を
行
っ
た
日
・
独
・
伊

三
国
の
中
で
「
自
分
た
ち
は
正
し
い
戦
争
を

し
た
」
と
い
う
教
科
書
が
、
日
本
の
よ
う
に

問
題
と
な
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

誤
っ
た
戦
争
認
識
、
歴
史
認
識
を
一
掃
し
、

侵
略
戦
争
を
許
さ
な
い
国
民
的
合
意
を
つ

く
る
こ
と
こ
そ
教
科
書
問
題
の
核
心
で
あ

り
、
極
右
勢
力
に
よ
る
政
治
支
配
を
終
わ
ら

せ
る
う
え
で
の
カ
ナ
メ
の
問
題
で
す
。 

 

「
戦
争
で
き
る
国
」
に
し
な
い
こ
れ
か
ら

の
日
本
を
つ
く
る
運
動
と
一
体
の
も
の
と

し
て
国
民
的
運
動
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
本
会
常
任
世
話
人
） 

 
 ま

さ
に 

戦
争
前
夜
だ
！ 

永
山
孝
一 

 

 

消
費
税
を
一
〇
％
に
増
税
し
た
う
え
に

「
還
付
し
て
ほ
し
い
な
ら
（
年
間
四
千
円
を

限
度
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
カ
ー
ド
で
申
請
し

ろ
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
政
府
―
―
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
こ
ん
な
記
事
を
見
て
、
こ
れ
こ

そ
国
民
生
活
を
踏
み
に
じ
る
暴
走
だ
！
と

怒
っ
て
い
た
ら
、
こ
ん
ど
は
ト
ン
デ
モ
な
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。 

武
器
輸
出
「
国
家
戦
略
と
し
て
推
進

す
べ
き
」
経
団
連
が
提
言
―
―
経
団
連

は
一
〇
日
、
武
器
な
ど
防
衛
装
備
品
の
輸
出

を
「
国
家
戦
略
と
し
て
推
進
す
べ
き
だ
」
と

す
る
提
言
を
公
表
し
た
。
一
〇
月
に
発
足
す

る
防
衛
装
備
庁
に
対
し
、
戦
闘
機
な
ど
の
生

産
拡
大
に
向
け
た
協
力
を
求
め
て
い
る
。

（
「
朝
日
新
聞
」
小
林
豪
二
〇
一
五
年

九
月
一
〇
日
） 

提
言
で
は
、
審
議
中
の
安
全
保
障
関
連
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
自
衛
隊
の
国
際
的
な
役

割
が
拡
大
す
る
と
し
、
「
防
衛
産
業
の
役
割

は
一
層
高
ま
り
、
そ
の
基
盤
の
維
持
・
強
化

に
は
中
長
期
的
な
展
望
が
必
要
」
と
指
摘
。

防
衛
装
備
庁
に
対
し
、「
適
正
な
予
算
確
保
」

や
人
員
充
実
の
ほ
か
、
装
備
品
の
調
達
や
生

産
、
輸
出
の
促
進
を
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、

自
衛
隊
向
け
に
製
造
す
る
戦
闘
機
Ｆ
三
五

に
つ
い
て
「
他
国
向
け
の
製
造
へ
の
参
画
を

目
指
す
べ
き
だ
」
と
し
、
豪
州
が
発
注
す
る

潜
水
艦
も
、
受
注
に
向
け
て
「
官
民
の
連
携
」

を
求
め
た
。
産
業
界
と
し
て
も
、
国
際
競
争

力
を
強
め
、
各
社
が
連
携
し
て
装
備
品
の
販

売
戦
略
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
。 

「
個
人
の
意
見
な
ら
あ
り
う
る
が
、
そ
の

団
体
（
経
団
連
）
の
発
表
な
ら
日
本
国
憲
法

を
踏
み
に
じ
る
も
の
だ
！
」
と
感
じ
た
が
、

よ
く
読
ん
で
み
る
と
「
官
民
の
連
携
を
求
め

る
経
団
連
の
提
言
」
だ
っ
た
。
い
ま
国
会
の

審
議
で
、
安
保
法
制
の
正
当
性
に
つ
い
て
答

弁
不
能
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
多
数
を
嵩

に
こ
う
し
た
『
提
言
』
が
報
道
さ
れ
る
。
―

―
原
発
輸
出
の
上
に
武
器
輸
出
。
こ
の
状
況

こ
そ
国
民
を
愚
弄
し
た
暴
走
以
外
の
何
物

で
も
な
い
。
ま
さ
に
戦
争
前
夜
だ
！ 

（
本
会
常
任
世
話
人
） 

  

育鵬社の歴史教科書 
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詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

未
来

あ

し

た

に: 

高
久
晴
美 

 

 

握
り
し
め
た
手
か
ら 

こ
ぼ
れ
落
ち
る
何
か
は 

過
去
も
未
来
も
同
じ
な
の
か 

 

原
発
反
対
の
声
が 

少
し
づ
つ
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く 

イ
ル
カ
が
大
量
に
打
ち
上
げ
ら
れ 

声
を
上
げ
て
死
ん
で
ゆ
く 

株
価
が
上
が
っ
て
ゆ
く 

ど
う
し
て
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に 

世
界
中
で
毎
日
、
毎
日
、 

血
が
流
さ
れ
る 

人
類
は 

何
処
に
向
う 

 だ
け
ど
私
は
生
き
て
い
て 

ラ
ン
ド
セ
ル
に
目
を
細
め 

土
筆
に
と
き
め
き 

桜
に
涙
す
る 

 

晴
れ
た
日
に
は 

大
き
く
背
の
び
し
て 

雨
の
日
に
は 

傘
を
さ
せ
ば
い
い 

そ
し
て 

夕
食
の
お
か
ず
に
悩
む 

 

 そ
の
日
が
来
る
迄 

息
を
す
る 

そ
の
日
が
来
る
迄 

薄
っ
ぺ
ら
く
て
も 

言
葉
を
紡
ぐ 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

◎
次
の
創
作
詩
は
九
月
六
日
、
野
々
市
フ

ォ
ル
テ
で
開
か
れ
た
「
ピ
ー
ス
９
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
展
示
部
門
の
作
品
で
す
。

作
者
の
了
解
を
得
ま
し
た
の
で
本
紙
に
掲

載
し
ま
す
。 

 

雪
合
戦 

金
沢
市
民
劇
場 

斉
藤
節
子 

雪
合
戦
し
と
っ
て 

も
っ
ぱ
ら
敵
陣
へ 

 
 
 
 

玉
を
投
げ
る
係
と 

後
ろ
の
囲
い
の
中
で 

雪
玉
作
る
だ
け
の 

私
み
た
い
な
者
も
い
る 

相
手
が 

玉
で
攻
撃
し
て
来
る
時 

投
げ
る
者
だ
け
ね
ら
っ
と
る
か
？ 

玉
作
っ
て
供
給
す
る
モ
ン
も 

敵
や
ろ 

実
際 

玉
飛
ん
で
来
る
わ
い
ね 

ち
ょ
っ
と
顔
出
し
た
と
こ 

バ
シ
ッ
と
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る 

玉
供
給
係
の
後
方
支
援
に 

安
全
を
配
慮
す
る
っ
て 

ど
ん
な
ん
？ 

敵
か
ら
み
た
ら 

ぜ
～
ん
ぶ 

憎
ら
し
い
げ
ん
よ 

そ
ん
な
子
ど
も 

 
 
 
 

だ
ま
し
み
た
い
な
こ
と 

言
わ
ん
と
い
て 

や
ら
ん
と
い
て
！ 

さ
せ
ん
と
い
て
！ 

 

《
編
集
室
よ
り
》 

◎
今
号
の
編
集
会
議
は
戦
争
法
案
審
議
の

ま
さ
に
山
場
で
開
か
れ
た
。
読
者
に
届
く
頃

に
は
会
期
か
ら
し
て
何
ら
か
の
決
着
が
つ

い
て
い
よ
う
。
つ
い
先
日
の
Ｎ
ス
ペ
「
与
野

党
一
〇
党
代
表
緊
急
討
論
九
〇
分
」
を
録
画

で
見
た
。
録
画
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
部
分

を
捲
き
戻
し
て
確
認
で
き
る
。
熱
い
議
論
と

な
る
の
は
問
題
の
重
大
さ
の
た
め
で
あ
る
。

す
り
替
え
、
頬
か
む
り
、
誹
謗
が
歯
が
ゆ
い
。 

 

国
会
周
辺
で
連
日
、
万
人
規
模
の
大
集
会

が
開
か
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
金
沢
弁
護
士

会
主
催
の
集
会
で
も
市
民
八
団
体
の
集
会

で
も
過
去
に
例
の
な
い
人
数
が
集
ま
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
法
案
成
立
へ
の
危
機
感
の

反
映
で
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
。 

 

要
は
法
案
の
内
容
だ
が
、
国
会
審
議
を
通

じ
て
、
①
憲
法
違
反
、
②
国
民
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
③
自
衛
隊
中
枢
が
暴
走
し
て
い
る
、

と
い
う
点
が
は
っ
き
り
し
た
。
公
聴
会
で
憲

法
学
者
全
員
が
違
憲
だ
と
指
摘
し
て
も
無

視
し
、
国
会
に
一
二
万
人
が
押
し
寄
せ
て
も

意
に
介
さ
ず
、
自
衛
隊
内
部
文
書
が
暴
露
さ

れ
て
も
挙
句
「
同
一
の
文
書
は
存
在
し
な
い
」

「
討
論
記
録
は
あ
る
」
と
言
い
逃
れ
、
元
最

高
裁
長
官
が
「
違
憲
」
と
指
摘
し
て
も
「
今

や
一
私
人
」
と
い
う
始
末
。
自
分
の
言
い
分

を
ム
リ
ヤ
リ
押
し
付
け
る
の
は
独
裁
で
あ

る
。
こ
ん
な
政
権
が
核
兵
器
に
関
わ
ら
な
い

保
証
は
全
く
な
い
。 

 

「
権
力
は
腐
敗
」
し
、
解
釈
は
や
が
て
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
少
し
な

ら
…
」
と
い
う
甘
さ
が
〝
い
く
さ
の
火
種
〟

と
な
ろ
う
。
歌
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
」

の
な
か
で
♪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
／
と
も
る
い
く
さ
の
火
種
を
／
消
す
こ

と
だ
ろ
う
♪
と
歌
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
現
実

で
あ
り
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。 

緊
迫
し
た
情
勢
の
中
で
緊
急
に
開
催
さ

れ
た
夜
デ
モ
の
日
、
私
は
石
川
県
立
音
楽
堂

で
「
池
辺
晋
一
郎
さ
ん
と
森
村
誠
一
さ
ん
の

対
談
」
が
重
な
り
事
情
で
こ
ち
ら
に
参
加
し

た
。
社
会
的
意
識
の
高
い
両
者
の
対
談
は
聴

き
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
月
の
「
ピ
ー

ス
９
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
笠
木
透
さ
ん

を
偲
ん
で
沢
山
の
人
間
賛
歌
を
歌
っ
た
。
こ

れ
も
ま
た
憲
法
九
条
の
も
た
ら
す
恩
恵
で

あ
る
。
『
平
和
』
の
名
で
い
く
さ
に
手
を
染

め
る
こ
と
が
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
中
） 
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「
被
爆
者
が
描
い
た
体
験
画
展
」
⑫ 

 
 
 
 

石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会 

中
田
喜
重 

 

「
暗
黒
の
中
の
太
陽
」 

八
月
六
日 
午
前
八
時
十
五
分 

晴
天
の
広
島
市 

 

 

 

閃
光
が
走
り
、
一
瞬
に
暗
黒
の
街
と
化
し

た
。
ど
う
や
っ
て
屋
外
に
出
た
か
、
今
も
解

明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
も
見
え
な
い
。 

し
ば
ら
く
し
て
空
に
ど
す
黒
い
血
の
よ

う
な
太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
こ
の
世
の
生
き
地

獄
の
始
ま
り
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

◎
こ
の
「
被
爆
者
が
描
い
た
体
験
画
展
」
の

絵
は
、
一
九
七
七
年
七
月
金
沢
市
内
で
開
か

れ
た
展
示
会
の
折
り
に
、
中
田
喜
重
さ
ん
が

撮
影
さ
れ
、
文
は
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

焼
け
残
っ
た
電
車 

折
れ
曲
が
っ
た
鉄
塔 

 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
味
恭
子 

 

 

 

月 日 曜 時 内容 場所

9 23 水・休日 11:30 石川解放運動戦士合祀追悼集会 卯辰山・石川解放運動戦士之碑前

25 金 16:00 金沢市民劇場例会「父と暮らせば」 石川県立音楽堂邦楽ホール

26 土 19:00 金沢市民劇場例会「父と暮らせば」 野々市フォルテ大ホール

26 土 18:30 核戦争を防止する石川医師の会「９・２６国連核廃絶デー」 金沢市近江町交流プラザ4階

　記念講演（西本多美子さん）

10 2日（金）～4日（日） 　第２７回リアリズム写真展 金沢市民芸術村　アート工房

6 火 12:00 核廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵Ｍza前

7 　水　 18:00 れんこんシネマ劇場・映画「ジョン・ラーベ」 石川勤医協会館３階

12 火・休日 14:00 金沢市革新懇・学習講演（須藤春夫さん）と総会 金沢市近江町交流プラザ４階

 ３１日（土）～１１月１日（日）　2015年日本平和大会in富士山 静岡県御殿場市

4 水 18:00 れんこんシネマ劇場・映画「忘れられた島の闘い」（予定） 石川勤医協会館３階

6 金 12:00 核廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵Ｍza前

 7日（土）～8日（日） 「平和の旅パート１３」京都・航空自衛隊経ヶ岬分屯基地と伊根町 問い合わせ先・石川県平和委員会

8 日 13:30 福島支援・原発ゼロ・志賀原発廃炉を求める石川県民集会 金沢市文化ホール２階集会室

　学習講演（安斎育郎さん）とパレード

9 水 12:00 核廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵Ｍｚａ前

29 日 14:00 石川県保険医協会原発・いのち・みらい講演会 金沢都ホテル５階

　講演（おしどりマコ・ケンさん）参加ご希望の方は保険医協会まで

 

＊ 祝日は休日としています　　　＊れんこんシネマ劇場は民医連内平和委員会れんこんの会主催です

＊毎週金曜日　１８：３０　どいね原発アピール行動　金沢駅東口

≪非核平和・行事予定≫
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